
　2010 年 3 月、当時民主党政権であった日本政
府は外国人学校も含め、すべての高校生に適用す
るという画期的な「高校授業料無償化制度」を施
行しました。
　その後、自民党政権となり、朝鮮学校を除外す
るため適用条項を削除し、朝鮮学校に通う高級部
生のみが外されたまま 13 年が経過しています。
　この無償化法を手掛けた元文科省事務次官の前
川喜平さんをお招きし、この法律ができた経緯と
今後の課題について講演をしていただきます。

　プロフィール
　 1955 年生まれ
　 1979 年 3 月　東京大学法学部卒業
 　1979 年 4月　文部省（現文部科学省）入省
　 2010 年 7月　大臣官房総括審議官
　 2016 年 6月　文部科学省事務次官
　 2017 年 1月　退官
　 現在  　    　　現代教育行政研究会代表
　 　　  　   　    日本大学文理学部非常勤講師

テーマ：「高校授業料無償化制度ができた経緯と私たちの課題」
　　　　  ～なぜ朝鮮学校の高級部生のみが除外されたのか～

日　時　　2024年 1月13日（土）13:30～ 15:30（開場13時）

会　場　　かでる2・7　4階「大会議室」札幌市中央区北2条西7丁目

講　師　　前川喜平さん（元文科省事務次官）

資料代　　500円

主催　「前川喜平さん講演会」実行委員会
北海道平和運動フォーラム　札幌市教職員組合　日朝連帯道民会議　北海道朝鮮学校を支える会

問い合わせ：札幌市教職員組合　☎011-561-2278


